
66--55  中中部部支支部部  

  

11..  支支部部のの現現況況  

(1)令和4年度末会員数    99社 

(2)令和5年度入会会員数   0社 

(3)令和5年度退会会員数   1社 

(4)令和5年度末会員数     98社 

22..  令令和和55年年度度のの活活動動実実績績  

22--11  地地域域へへのの貢貢献献活活動動  

(1) 社会貢献活動 

a)「河川技術セミナー」の開催 

・11月29日(水) ウインクあいち 

（参加者 会場70名 Web申込者226名、非

会員、官公庁職員含む） 

・演題１:「河川行政を巡る最近の話題」 

講師：中部地整 川上 河川調査官 

・演題２:「流域治水の社会実装に向けた

展望と課題」 

講師：滋賀県立大学環境学部教授 

瀧 健太郎 氏 

(2) 大学生等への建設コンサルタントPR 

a) 「建設技術フェア2023」の学生交流ひろば

に支部単独ブースを出展。若手・女性の

会も加わり、業界の現状や役割等、実態に

即した情報を伝えた。 

 （参加学生数138名） 

b)「大学等での業界説明会」 

・中部地域の大学・高専での業界説明会に出

向き、建設コンサルタントの仕事と役割を

説明した。（支部主催：5校） 

c)「産官三機関合同インターンシップ」 

・9月4日～8日 中部地整等で実施。 

・参加者 10名（9大学、1高専） 

・中部地整、日建連中部支部と合同で初めて

開催した。 

d)「JOB Café in名古屋」の開催 

 （参加学生数9名） 

・11月11日（土）オフィースパーク名駅花車 

・建設コンサルタントを知りたい学生との交

流の場として支部「若手の会」が開催 

22--22  会会員員企企業業等等へへのの貢貢献献活活動動  

(1) 講演会、講習会、見学会 

・第32回建設コンサルタント業務技術発表会 

・河川技術セミナー 

・ICT委員会 BIM/CIM等セミナー  2回 

・道路検討G（講習・見学会等）  4回 

・河川検討G（講習・見学会等）   4回 

・構造土質検討G（講習・見学会等）4回 

・都市計画検討G（講習・見学会等）4回 

(2) 意見交換会（本部主催を含む） 

・中部地方整備局         2回 

・静岡・愛知・岐阜・三重   各 1回 

・中日本高速道路（株）        1回 

(3) 講師派遣 

・愛知県 技術研修  8研修23名派遣 

・三重県 技術研修  3研修4名派遣 

(4) 支部広報誌「図夢 in 中部」発行 

・2回発行 1回の発行部数 1,000部 

22--33  災災害害支支援援要要請請  

(1) 能登半島地震 被災調査（砂防） 

テックフォース帯同（ドローン）  

  支援社 1社 

※その他3度の支援要請があったが、 

出動要請には至らなかった。 

22--44  中中部部圏圏イインンフフララ整整備備構構想想のの策策定定  

令和6年度の完成に向けて推進委員会を

実施。令和5年度は、構想の目次、基本方

針及び骨子案等を策定した。 

    ・推進委員会          5回 

  33..  令令和和66年年度度のの活活動動予予定定  

33--11  地地域域へへのの貢貢献献活活動動

(1) 令和5年度と同様に一般市民対象の各種の

広報企画を実施する。 

33--22  会会員員企企業業等等へへのの貢貢献献活活動動

(1) 会員各社の技術者のための技術研鑽を目

的に道路・河川・橋梁・都市計画・ICT等

に関する講演会、講習会、現場見学会及

び勉強会を実施する。 

(2) 中部地方整備局をはじめとする発注機関

との意見交換会を実施する。 
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